
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

医療的ケア専門研修会を行いました 

  8月２３日（水）、須賀川支援学校郡山校教諭（前郡山支援学校長） 

 齊藤恵子先生をお招きして、教職員を対象に研修会を行いました。 

テーマ「子どもの学びを支えるための学校・保護者・医療機関の 

連携の在り方～関係者の協働を目指して～」  

 

 

 

 

齊藤恵子先生が医療的ケアを必要とする

児童生徒とかかわり、経験されてきたことな

どを踏まえて、医療的ケアの「これまで」と

「これから」について話をしていただきまし

た。 

 

子どもの学びを支えるために、 

・子どもの心、保護者の思いに寄り添い関係

機関（医療、地域、家庭、学校）とつながる

こと 

・子どもの教育的な効果を考えること 

（教育機会の確保・充実） 

 

など、大切なことを教えていただきました。 

 

医療的ケアとは、、、？ 

病院などの医療機関以外の場所（学校や自宅な

ど）で日常的に行われる客痰吸引や経管栄養、

気管切開部の衛生管理、導尿、インスリン注射

などの医行為。 

（「小学校等における医療的ケア実施支援資料」 

令和３年６月文部科学省初等中等局） 

 

医療的ケアを必要とする児童生徒数 

 令和４年度 ２２０名 

（県内特別支援学校在籍数２２３２名） 

全体の９．９％ 

（福島県教育委員会 

特別支援教育課） 

 


